




































時代に再建された懐徳堂のこと ある。これまでの懐徳堂研究は、江戸時代の に集中していた。しかし、約百年前にできた重建懐徳堂も、ようやく歴史研究の対象になりつつある。中井木菟麻呂の日記や西村天囚の書簡の解読により、重建懐徳堂成立の経緯が徐々に解明れつつある。竹田健二氏の『市民大学 誕生』 （大阪大学出版会、二〇一〇年） その成果の一端 あ こうした研究によって、近世から近代に至る一つ 学校の歴史が総合的に解明されると期待できるのである。
二、韓国の宗教儀礼
　ただ、懐徳堂の魅力と研究の可能性は、これに尽きる




における伝統教養の形成と展開に関する学際的研究」 （研究代表者：関西大学吾妻重二氏、研究分担者：湯浅邦弘ほか）の活動の一環として、平成二十一年（二〇〇九）十一月一日から五日まで、大韓民国慶尚北道安東市で開催された国際シンポジウム「朱子家礼と東アジアの文化交渉」に出席した。安東市は、ソウルから車で東南に約三時間の山の中にあり、儒教文化を色濃く残している地である。ここ 、儒教文化の振興を目的として設立された「韓国国学振興院」が その振興院と関西大学文化交渉学研究拠点との共催で国際シンポジウムが開催されたのである。陶山書院と謁廟礼
　学会に先立ち、十一月二日は、関係文化施設の視察・








果たし、朝鮮書院のモデルとなった。典教堂には朱子の白鹿洞書院掲示が掲げられており、懐徳堂と同じく朱子学を根本精神とした学問所であることが分か 。また弟子たちのみならず、地域の有力者に 支持され、宗教施設としての一面も備えてい 。鶴峰宗宅と祠堂
　続いて、安東金氏台庄斎舎を訪問した。ここは、安東





の弟子として名高い金誠一（号は鶴峰、一五三八～一五九三）の旧宅である。ここで最も注目されたのは、祠堂である。朱 『家礼』に記載されたとおり、四つの区画に分かれた観音扉の四龕があった。向かって右から順番に、父、祖父、曾祖父、高祖父の神位をそれぞれ櫝に収めている。特別に、一つ 龕を開き、中から神位を取り出して見せていただいた（次頁参照） 。
　江戸時代の懐徳堂にも、 祠堂があったという。それは、

















一族の結束を再確認する重要な儀式なのである。安東全体では、四十七人の不遷位を祭っているという。この金氏の不遷位祭祀は毎年陰暦の九月十六日に行われ、それがちょうど我々が参加した日であった。地元のテレビ局も取材する中、 大枝斎舎の虚白堂 中で祭祀は進 した。
　本来は、前日の深夜から当時の明け方にかけて挙行す








韓国国学振興院である。初日午前中は、まず国学振興院に併設されている儒教文化博物館を参観した。四階からなる大きな建物で、 「儒教との出会い」 「儒教と修養」 「儒教と国家」などテーマ別に展示室が分かれている。
 
　中でも最も注目されたのは、蔵板閣である。国学振興
院が全国から収集した版木や扁額が五万七千点収蔵されている。先に記した陶山書院の扁額も、実は現地にある方がレプリカで、こちらに収蔵されているのが本物である（次頁参照） 。また、陶山書院所蔵の古書約 千点と版木二七九〇点も、保存 学術研究のため国学振興院に委託されている。二棟に分 れた蔵板閣には、天井までびっしりと版木が配架されてい 。懐徳堂文庫にも二百枚を超える江戸時代の版木 残されているが、こちらは朝鮮版なので、 ひとまわり大きい 学振興院では、 「木版十万 収集運動」 を展開し て 十万枚に達 ら、世界文化遺産に申請するという。郷校と懐徳堂
　午後から翌日にかけて学会が開催された。全体テーマ






鮮の郷校と懐徳堂との性格の違いに関するものである。都の国立大学に対して、地方の公立学校 郷校と言い、これが朝鮮儒教の展開において重要な役割 果たしてる。この郷校と懐徳堂とはど 違う か。まず、設立の経緯が異なる。懐徳堂は、江戸時代大坂にできた学校であるから郷校的であるとは言えるが 設立 たのは、五人の有力商人であり、そ 後も半官半民の学校として大坂町人による運営が続いた。また、受講生は、郷校 場合、科挙を目指す知識人であったが、懐徳堂では町人から武士までさまざまであった。科挙制度の導入されなかった日本では、 ものも異な てい 。 験なく、懐徳堂という名称が示す通り、漢籍 学習を通じた倫理道徳の体得 あった。
　また、郷校にはさらに二つの機能があった。出版所と




印刷所としての機能は備えていたようである。旧懐徳堂平面図を見ると、 「学校刷り部屋」とい 一画がある。実際に懐徳堂蔵版として刊行された書もある。だ 、それは、懐徳堂の学者が著述した書が中心であって、広く書物を刊行販売するというものではない。また、懐徳堂には祠堂があったが、それは懐徳堂歴代の学主を祭るための空間で、広く大坂の宗教施設として機能してい わけではない。
　今ひとつの質問は、義と利に関するものであった。筆







に保存し、収集活動に努めている。懐徳堂には二百枚ばかりの版木があるが、これとて日本全国では貴重なコレクションと言えるであろう。こうした資料を意識的に保管し、収集していかないと 大切な印刷文化の一つを失うことになる。また、 版木以外にも、 懐徳堂には、 印章・屏風・聯など、当時の学校を髣髴とさせる器物が数多く残されている。ともすれば これらは書籍の陰に隠れて忘れられがちであるが、こうした器物こそ その保存と顕彰について充分な検討をしていく必要が
　第二は、懐徳堂の書院としての性格である。中国・韓
国にも「書院」が残されてい 。懐徳堂も 「懐徳 院」と称することがあった。では、 東アジア文化圏におい懐徳堂はどのような「書院」だったのであろ か。は、右のシンポジウムの質問に見られたように、近隣諸国との対比によって明らか なっ いくであろう 出や宗教の機能という点は、まだ充分な解明が されているとは言い難い。また、設立の経緯や運営形態 受講生層、講学の内容、使用されたテキストなど。こ し 点を総合的に検討し、東アジア文化圏における懐徳堂の位
置を解明することが重要であろう。 　
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